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の

影

響
が

看
取
さ
れ
る

。

家
康
曾
孫
の

敬
台
院
を

養
母
に

も
つ

日

精
上

人

は

義
姉
芳
春
院
の

葬
送
を

寛
永
九

年
に

神
田

法

詔
寺
で

行
い
、

同

年
の

大

石

寺
晋
山
に

際
し
て

法
詔
寺
本
堂
を

遷
し

大
石

寺
御
影
堂
を

再
建
し
た

。

法
詔
寺
は
寛
永

十
一

年
に

浅
草
鳥
越
へ

引
寺
さ
れ、

正

保
二

年
の

滅

却
ま

で

常
泉
寺
五

代
日
優

師
が

回
向
を

勤
め

た
。

更
に

日

精
上

人
は

京
都

本
圀

寺
と

越
後
本
成
寺
の

本
末
諍
論
の

仲
裁
を

勤
め、

保
田

妙
本
寺
の

宗

祖
真

筆
曼
荼
羅
流
出
を
「

興
門
の

瑕
瑾
」

と

叱
責
し

本
所
妙

縁
寺
を
大
石

寺
末

に

加
え
る

な
ど

勝
劣
派
全

体
を
教
導
す

る

立

場
に

あ
り、

天
英
院
を
教

化

し
た
こ

と

は
想

像
に

難
く
な

い
。

　
四

、

天
英
院

有
縁
の

諸
精
霊
と

近

習
の

大
石

寺
信
仰
　
最
後
に

天
英

院

が

大
石
寺
信
仰
に

至
っ

た

人
脈
と

背
景
を

め

ぐ
っ

て

下
関
前
か

ら

近
衛
家

に

奉
公
し

た
近

習
の

大
石

寺
信
仰
と

の

因
縁
に

再
検
討
を

試
み
た
。

常
泉

寺
に

埋
改
葬
さ
れ
た

天
英
院
有
縁
の

諸
精
霊
、

近

習
の

幕
臣、

大
奥
女

中

の

出
自
を
諸
史

料
と

照
合
し

た

結
果、

例
え

ば
加
賀
藩
主
の

前
田
綱
紀
に

仕
え
た

後
に

近
衛
家
に

奉
公
し

下

関
に

従
っ

た

堀

山
城

守
正

勝
の

家
系
や

側
用

人
・

本
間

季
孝
と

姻
戚
関
係
の

榊
原
家
及
び
井
上

家
出
身
の

幕
臣
や

奧
女
中
が
天
英
院
に

伴
っ

て

い

た
。

更
に

乳
母
か

ら
天

英
院
付
局
と

し
て

大
奥
へ

奉
公
し
た
下

村
頼
母
介
某
女
は

芝
上

行
寺
の

日

衆
師
と

天
英
院
付

執
事
・

石
川
摂

津
守
盛
行
の

実
母
で

あ
っ

た
。

家
宣
側
室
や

天
英
院
付
女

房
（
兒
玉
家）

の

ほ
か

、

近
習
の

多

く
が

向
島
常
泉
寺
を

菩
提
寺
と

し
て

大
石
寺
門
流
に

帰
依
し

て

い

た
。

「

法
華
翻
経
後
記
」

を

め

ぐ
る

諸
問
題

金

炳

坤

　
僧
肇
記
「

法

華
翻
経
後
記
」

（
以
下
「

翻
経
記
」）

は、

僧
祥
撰
集
『

法

華
伝
記
』

巻
第
二

の

「

諸
師
序
集
」

の

な
か

に

収
録
さ

れ、

『

妙
法

蓮
華

経
』

の

訳
経
場
の

様
子
と

訳
出
後
の

状
況
と

が
克
明
に

記
さ
れ
て

い

る

極

め
て

貴
重

な
資
料
で

あ
る

。

　
曾
て

臼

蓮
は、

こ

の

「

翻
経
記
」

を
日
本
国
に

お

け
る

『

法
華
経』

の

縁
深
き

所
以
を
闡
明
す
る

未
来
記
の
一

典
拠
と
し
て

用
い

た
。

ま
た、

近

代
で

は
、

婆
藪
槃
豆
と

鳩
摩
羅
什
と

の

接
点
が

窺
わ

れ
る

唯
一

の

漢
文
資

料
と
し
て

「

世
親
年

代
論
」

の

題
材
（
〉

蠧
o

ざ
お

峯
。゚

軽）

に

さ
れ
た

。

　
こ

の

よ

う
に

肯

定
的
に

用
い

ら
れ

る

例
も

あ

る
が、

実

際
は
、

「

翻

経

記
」

を

引
用
す
る

最

初
の

文

献
に

し

て

偽
撰
説
の

原
点
と

も
言
え

る

証
真

の

『

法

華
疏
私
記
』

の

よ
う
に、

否
定
的
に

用
い

ら

れ

る

例
の

ほ

う
が

多

い
。

　
「

翻
経
記
」

偽
撰
説
に

つ

い

て

は
、

大
野
法
道
（
『
佛
書
研
究
』

五

十
六

号
、

】

九
一

四

年
）

、

松
本
文
三

郎
（
『

佛
典
批
評
論
』

］

九
二

七

年
）

、

道
端
良

秀
（
『

佛
書

解
説
大

辭
典
』

十
巻

、

］

九
三

五

年
）

、

塚

本

善
隆

（

『

肇
論
研
究
』

一

九
五

五

年）
、

牧
田

諦
亮
（
同
上）

氏
ら
に

よ

る

注
意

す
べ

き

指

摘
が
あ
る

が、

そ

の

研
究
年

代
の

古
さ
故
に

あ
ま
り
知
ら
れ
て

お

ら
ず、

い

ず
れ

も

「

翻
経
記
」

が
主
題
で

な
い

た
め

に
、

問
題
に

対
す

る

充

分
な

論
究、

か

つ

明
確
な

論
拠
が

示
さ

れ

て

い

な
い

。

し

た

が
っ

て、

あ

え
て

こ

こ

に

小
考
を

草
し、

こ

れ

が

偽
撰
で

あ
る
こ

と

を

改
め

て
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報
告
す
る

次
第
で

あ
る

。

　

す
な
わ

ち、

］

翻

経
記
L

を

偽
撰
と

す
る

論
拠
を
示
せ

ば、

以

下

の

三

点
に

集

約
さ
れ

る
。

　

ω
品
数
の

問
題

。

訳
出
当

初
の

『

妙
法
蓮

華
経
』

は

提
婆
達
多
品
を
欠

く
二

十
七

品
な

る

も
の

で

あ
る

が
、

「

翻

経

記
」

で

は、

訳
出
当

初
の

『

妙
法

蓮
華
経
』

を
二

十
八

品
と

記
し
て

い

る
。

 
普
門
品
の

偈
の

問

題
。

普
門
品
の

偈
は
、

先
行
す

る一
一

本
の

漢

訳、

す

な

わ

ち
『

正

法
華

経
』

と

『

妙
法
蓮
華

経
』

と

で

は

訳

出
さ

れ

て

お

ら

ず、

『
添
品

妙
法
蓮

華
経
』

以
降
に

は
じ

め

て

追

加
さ

れ
る

も

の

で

あ
る
が

、

「

翻
経
記
」

で

は
、

「

正

法

華
経
』

に

普
門
品
の

偈
が

存
す
る
と

記
し
て

い

る
。

 
所
依

梵

本
の

問
題

。

「

翻
経
記
」

で

は、

鳩
摩
羅

什
の

同
妙
法

蓮
華
経
』

と

婆

藪
槃．
翌

の

『

妙
法
蓮

華
経
優

婆
提
舎
』

（

敦
煌
出
土

写
本
の

題

記
に

大
魏

永
安
元

年
［
五

二

八

年
］

と
あ
る

こ

と
か

ら、

漢
訳
の

年
代
が

推
定
さ

れ

る
）

と

の

所
依
梵
本
が

同
じ
で

あ
る

と

記
し

て

い

る

が、

『

妙
法

蓮
華
経

優
婆
提
舎
』

に

引
用
さ

れ

て

い

る

経
文
を
抽
出
し

『

妙
法
蓮
華
経
』

と

対

比

す
る

こ

と

に

よ
っ

て
、

両
者
の

所
依
梵
本
が

異
な
る

こ

と

が

確
認
で

き

る
。

ゆ

え

に
、

既
成
の

歴
史
事
実
に

相
反
す
る

以
上
の

三

点
に

某

つ

い

て

「

翻
経
記
」

の

偽
撰

説
は

証
明
で

き
る

も
の

と

考
え
る

。

　
さ

て
、

「

翻
経
記
」

の

作
者
に

つ

い

て

は

僧
祥
の

創

作
か

或
い

は

別
人

の

述
作
か

不
明
で

あ
り、

ま

た
、

述

作
の

経
緯
や

目

的
に

関
し
て

も

明
ら

か

で

は

な
い

が、

記
事
の

内
容
か

ら

し

て
、

「

翻

経
記
」

述

作
当
時
の

『

妙
法
蓮
華
経
』

の

正
当

性
を

主
張
し、

そ

れ

を

意
図
し

て

の

こ

と

で

あ

る

と

考
え
ら
れ
る

。

と

く
に

、

訳
出
当

初
の

『

妙
法
蓮
華
経』

を
二

十
八

品
と

す
る

こ

と

か

ら
、

「

宝

唱
録
」

に

典
拠
を
お

い

た
こ

と

が

指
摘
で

き

る
。

さ

ら

に、

撰
述

年
代
に

つ

い

て

は、

出
典
と

目
さ

れ

る

文
献
の

な
か

で
、

栖
復
の

『

法

華
経
玄

賛
要
集
』

（
唐

乾
符
年
間
）

が

最
も

新
し

く、

日

本
に

現
存
す

る

『

法
華
伝
記
』

の

最
古
の

伝
本
が

大

治
五
年

2

＝．一

〇
年
V

に

書
写
さ

れ

て

い

る

こ

と

か

ら
、

九
世
紀
の

後
半
か

ら

十
二

世
紀

の

前
半
の

問
と

推
定
す
る

こ

と

が

で

き

る
。

　
こ

れ
ら
の

諸

問
題
に

関
し

て
、

詳
し

く
は、

拙
稿
「

僧
肇
記
「

法

華
翻

経
後
記
」

偽
撰

説
の

全
貌
と

解
明
」

（
『
仏
教
学
論

集
」

二

七
号、

二

〇
〇

九
年）

を
参
照
さ

れ
た

い
。

『

法
垂・
験
記
』

に

み

る

　

　

い

わ

ゆ
る

「

妙
法
経
力
」

の

諸
相

問

宮

啓

　
壬

　
平
安

中
期
の

天
台
僧
・

鎮
源
の

編
纂
に

な
る

『

法
華
験
記
］

が

い

わ
ゆ

る

「

持
経
者
」

研
究
の

格
好
の

素
材
と

な
っ

て

き

た

こ

と

は、

周
知
の

通

り
で

あ
る

が
、

今
回
の

発
表
の

場
合、

関
心
の

対

象
は、

「

持
経
者
」

で

は
な

く、

そ

の

「

持
経
者
」

ら

が

担
う
も
の、

つ

ま

り
『

法
華
経
』

の

側

に

あ

る
。

す
な

わ

ち、

『

法
華
経
』

を

信
じ

担
う

者
に

と

っ

て、

『

法
華

経
』

と

い

う

経
典
は

い

か

な

る
も
の

と

し
て

意
味
づ

け
ら

れ
た

の

か、

と

い

う

問
題
関
心
で

あ

る
。

こ

う
し
た

関

心
の

も
と、

『

法

華
験
記
』

を

素

材
と

し
て

取
り

扱
っ

た

先
行
研
究
は、

意
外
な
こ

と

に

殆
ど

見
当
た

ら

な

い

が
、

そ

ん
な
山

−

で
、

宗
教
学
者
の

華
園
聰
麿
氏
に

よ

る

見
解
は

注
目
に

値
す
る

。

氏
に

よ

れ

ば、

『

法

華
験
記
」

に

描
か

れ

る

『

法

華
経
』

は

ま

さ

に

「

カ
あ
る

も

の
」

で

あ

り
、

そ
の

『

法

華
経
』

の

力
こ

そ、

登

場
人
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